



















第 1 章で見たとおり、七浦地では高齢化が進んでおり、住民の平均年齢は 67.28 歳
で、人口に占める満 65 歳以上の高齢者の割合は 66.31％である。世帯ごとに見ても、
高齢者のみで暮らす世帯は 173 世帯にのぼり、全世帯数の 73.81％を占める。これは特
に山側の集落で顕著で、山側集落における高齢者のみ世帯の割合は 73.81％で、海側集
落の 65.29％を 10 パーセント近く上回っている。 
本章では、高齢化が七浦地区の商業や買い物のしかたに関係があるのか、また関係が
あれば、どのように影響を及ぼしているのかについて考えていきたい。また、門前町の



























































谷内から山に入って和田まで出る道（図 1 の[A]）であった。1 人分の幅しかないよう
な細い道だったが、それが最も距離の近いルートだった。移動手段は徒歩で、門前まで
は 2 時間程度かかったそうだ。しかしこの道は冬は雪が積もり、足場が悪くなるため、
広い方の道（図 1 の[B]）を歩いたそうだ。この道は、昭和 28（1853）年に開通したバ
スの走行路である県道五十洲・亀部田線とほぼ重なる。昭和 10 年代には 1 日に 2 回タ
クシーから運行されるようになった。その後、昭和 28（1953）年に北陸バス皆月線が












図 1 七浦地区と門前を結ぶ道 
 




（平成 28）年 3 月に「おさよトンネル」が開設した。2016（平成 28）年 5 月 13 日の
『北國新聞』によると、この「おさよトンネル」の開通により、七浦から門前町中心部
への所要時間は 30 分から 15 分に短縮された。北鉄奥能登バスは現在はこの道路をル
ートにしている。七浦地区では薄野、井守上坂、百成大角間、皆月、七浦農協前、鵜山、
五十洲にバス停がある。七浦地区を通るのは皆月線のみで、門前から五十洲を結んでい
る。門前から五十洲までの運賃は 610 円で、所要時間は 30 分ほどである。この路線は






 I さん（皆月、男性、82 歳）の聞きとりから七浦地区での商業について述べる。現在、
七浦地区で商業を営む店は皆月に 1 軒、五十洲に 1 軒、鵜山に 1 軒の計 3 軒だ。いず
れも雑貨屋を営んでおり、その他の商業を営む店はない。皆月はかつて多くの商店が並
んでいたそうだが、五十洲と鵜山は昔から 1 軒ずつしか商店はなかった。また、五十洲
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図 2 戦後の皆月における商業 
A: 雑貨店 B: 和菓子屋 C: 酒屋 D: 下駄屋 E: 衣料品店 
F: 旅館 G: 床屋 H: 米屋 I: 民宿 J: 食堂（うどん屋を含
む） K: 郵便局 L: 肉屋 M: たばこ店 N: 銭湯 O: 食品






















る雑貨店 1 店舗のみである。 
3.3 現在の商業 
 皆月で一軒だけ残る雑貨屋を営む S さん（皆月、女性、77 歳）への聞きとりにもと
づき、現在の七浦地区での商業について論述する。S さんの旦那さんが店主を務めるこ
の雑貨店は、昭和 30（1955）年ごろから S さんの旦那さんのお母さんが営んでおり、
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 「A-COOP もんぜん店」の運行する無料送迎バスは表 2 の時刻表のとおり、火、金、
土の週 3 回運行している。皆月には週 3 回来るが、五十洲まで運行するのは週 2 回で
ある。また、金曜のみ吉浦や矢徳も回るため、金曜は満員のことも多い。少ないときに




もある。2016（平成 28）年 5 月 13 日の『北國新聞』によると、この無料送迎バスは
1992 年から運行している。 
スーパーマーケット「サン・フラワー マリヤマ門前店」の運行する買い物バスは、
月曜日のみの運行で 11 時半に皆月に到着し、12 時半に戻ってくる。皆月では 4～5 人
が利用しているが昼食の時間帯のため、「A-COOP もんぜん店」に比べて利用する人
が少ないという。この「サン・フラワー マリヤマ門前店」の運行する買い物バスは過
去に 2 回『北國新聞』で取り上げられている。2015（平成 27）年 7 月 23 日の『北國
新聞』によると、「サン・フラワー マリヤマ門前店」は地元のタクシー会社と連携し、
2015 年の 4 月から運行を始めた。これは門前町道下の本店の閉店に合わせたものだ。
毎週月曜日に門前町深見、黒島、道下の 3 地区、金曜日は劔地、阿岸の 2 地区を回って
いる。この時点では、七浦地区では買い物バスは運行されていなかったようである。
2016（平成 28）年 5 月 13 日の『北國新聞』によると、2016（平成 28）年 3 月に市道
まがき線「おさよトンネル」が開通したことによって、2016（平成 28）年 4 月より「サ
ン・フラワー マリヤマ門前店」の運行する買い物バスが七浦地区も回るようになった。



















 商店街として栄えていた皆月から商店の数が減少していき、今では 1 店舗になってし





時刻 停留所 時刻 停留所 時刻 停留所
9:30 皆月 9:30 中谷内 9:30 五十洲
↓ ↓ ↓
9:32 百成大角間 9:35 矢徳 9:35 七浦支所
↓ ↓ ↓
9:35 井守上坂 9:40 吉浦 9:40 皆月
↓ ↓ ↓
9:40 薄野 9:45 五十洲 9:42 百成大角間
↓ ↓ ↓
9:45 清土 9:45 皆月 9:45 井守上坂
↓ ↓ ↓
9:45 濁池 9:47 百成大角間 9:50 薄野
↓ ↓ ↓
9:45 日砂子 9:50 井守上坂 9:55 清土
↓ ↓ ↓
9:50 中野屋 9:55 薄野 9:55 濁池
↓ ↓ ↓
9:50 番頭屋 10:00 清土 9:55 日砂子
↓ ↓ ↓
9:52 浦上事業所前 10:00 濁池 10:00 中野屋
↓ ↓ ↓
9:53 般若地 10:00 日砂子 10:00 番頭屋
↓ ↓ ↓
9:54 正仏 10:05 中野屋 10:02 浦上事業所前
↓ ↓ ↓
10:00 Aコープ 10:05 番頭屋 10:03 般若地
↓ ↓
10:07 浦上事業所前 10:04 正仏
↓ ↓
10:10 般若地 10:05 田村
↓ ↓
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～64 歳の層で 44 人、次いで 55 歳～59 歳の層で 20 人であることから、高齢者の数は
さらに増加し、それに伴う免許返納などにより、買い物バスの利用者はさらに増加して
いくと考えられる。現在の利用者だけでなく、これから新たに利用する人にとっても利
用しやすい雰囲気作りが必要であるように感じた。 
 
6．おわりに 
 今回の調査実習では、七浦地区の多くの住民の方にたくさんのご協力をいただき、た
くさんのことをうかがうことができました。最初に見たときは、ただ単に店が少ないと
63
